平成２８年度　第８回大阪府河川整備審議会　議事要旨
	平成29年 3月22日(水)

平成28年度　第9回

大阪府河川整備審議会
	参考資料10


日　時
：平成29年2月20日（月）18:00～20:15
場　所
：OMMビル　地下1階　ギャラリー
出席者　：堀会長・綾委員・石田委員・下村委員・曽和委員・多々納委員・田中委員・田中丸委員・福田委員
　計9名（欠席：大石委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 男里川水系河川整備計画（原案）について
(2) 番川水系河川整備計画（原案）について
(3) 東川水系河川整備計画（変更原案）について
○男里川の階段の増設に関する質問に対して、これまでも現地の状況を踏まえて増設をしていること、今後も必要に応じて増設を検討するのであれば、「現状と課題」の項目だけでなく、「目標」の項目にも記述してはどうか。
●「目標」の項目における水利用と空間利用に関する記述の中に、現地の状況を踏まえて安全の確保に努める旨を追記する。
○生態系への配慮に関する記述を加えること。また、水質の目標に関する記述について、環境教育が直接水質維持につながるような印象を受けるので、表現を工夫すること。
●水利用と空間利用に関する記述の中に、生態系の保全と河川利用のバランスを考慮する旨を追記する。また、環境教育を通じた住民の意識啓発などにより現状の水質維持を目指す旨を追記する。
○男里川の情報提供に関する質問において、デジタル放送の活用について取組むとされているが、現在どのような状況か。
●河川水位が一定の水位に達すると、テレビでテロップが流れるようになっている。また、テレビ局に河川カメラの画像を提供して、洪水時に出してもらうような取組みを進めており、その目途が立ってきたところ。
○番川の整備断面図に50ミリ相当水位が記載されているが、治水目標は65ミリ相当なので、修正すること。
●65ミリ相当水位に修正する。

○男里川、番川、東川については、上記修文を行った前提で、本日までの審議をもって答申とする。
(4) 淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更素案）について
○基本とする高水のピーク流量、計画とする高水流量についてはそれぞれ、基本高水のピーク流量、計画高水流量と表記するのが一般的ではないか。また、ため池活用によるカット後の流量については、基本高水のピーク流量ではなく、ピーク流量としてはどうか。
●ご指摘のとおり修正、統一する。
○ため池の安全性、存続性の考え方や、農林部局の大阪府ため池防災・減災アクションプランの概要について、河川整備計画の中で記述を検討できないか。
●ため池の安全性、存続性の考え方と神崎川ブロックで治水活用の候補としている池の安全性、存続性の現状の評価結果、大阪府ため池防災・減災アクションプランの概要について、参考資料に掲載する。
○現状の評価結果にアクションプランでの対策を加えても、必要容量を確保できない河川については、どのように取組むのか。
●河川側での対策を費用負担も含めて検討していきたいと考えている。
○「市街化調整区域内のため池」はどのような考え方で存続性を評価しているのか。
●市街化調整区域内であれば、ため池が開発される際には、河川管理者にも照会がくるなどフィルターをかけられるため、一定の存続性が確保されるとの考えである。

○ため池管理者や周辺の方々に、ため池の重要性を周知する必要があると思うので、よろしくお願いしたい。

○各河川の治水目標を決定する時に採用している雨量や降雨波形に関する記述を行うこと。
●神崎川ブロックでは、三島地域や豊能地域の雨など複数の雨を採用しており、一律に表現できないことから、参考資料に掲載することとする。
○安威川ダムの貯水池内の地すべりに関する検討がされていれば、説明してもらいたい。
●「貯水池周辺の地すべり調査と対策」の指針に基づき、H27に航空測量を行い、地形判読を行った結果、貯水池斜面で湛水の影響を受ける地すべり地形は認められなかった。また、崖錐斜面が12か所抽出されたので、これらを対象に現地調査を行い、指針に基づき、精査の必要がないケースとして確認を行っている。
○ため池の治水活用について、地域住民にどのように受け取られているかというところに注意する必要もあることから、委員の意見を踏まえて修正し、委員長に確認したうえで、住民意見聴取に進むこと。
(5) その他
○耐水型整備区間やため池の治水活用については、実効性を担保するための措置が必要ということが、各委員の共通認識だと思う。すべての河川の答申を終える機に、文章として審議会から出す必要があると考えているのでご検討いただきたい。

●とりまとめ方法等について会長とも相談の上、次回審議会においてご提示できるように検討する。
○説明会の際に、洪水ハザードマップ等を一緒に確認する機会を設けるなどすることが大切だと思う。また、計画が策定された後も、自治会レベルで回覧板や掲示板等で周知するなど、フィードバックするような仕組みづくりをしてほしい。
男里川水系河川整備計画（原案）について


・河川整備計画（原案）について了承。本日までの審議をもって答申とする。


番川水系河川整備計画（原案）について


・河川整備計画（原案）について了承。本日までの審議をもって答申とする。


東川水系河川整備計画（変更原案）について


・河川整備計画（変更原案）について了承。本日までの審議をもって答申とする。


淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更素案）について


・河川整備計画（変更素案）について、基本的に了承。


ただし、委員の意見を踏まえて修正し、委員長に確認したうえで、住民意見聴取に進むこと。





一括審議
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